


３ 愛食運動の展開--- 241 

 ～ 親子食育イベントの開催（胆振）～ 

胆振総合振興局では、食の魅力を向上と消費拡大を図るため、管内で生産されている

「豆類」に着目したレシピ集「豆類の楽ちん簡単レシピ」の発行に伴い、地域食材ＰＲ授

業として、令和６年（2024 年）８月 20 日に伊達市道の駅だて歴史の杜イベントスペース

で親子食育イベントを開催しました。 

講師に野口観光マネジメント株式会社洞爺地区総料理長飯

島豪氏を招き、飯島氏の監修で振興局が制作した「豆類の楽

ちん簡単レシピ」より、「豆は一晩水につけ、鍋で20分程ゆ

でる」ゆで方のポイントを説明いただきました。豆をゆでて

おくと、食事に加えることで、おいしく、色鮮やかな食事を

楽しめる食材であることをＰＲしました。 

今後においては、消費者に胆振産の豊富な農畜産物に関心を持ち購入してもらえるよ

う、地道に活動を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加者による料理の盛り付け 
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(3) 食品ロスの削減 

（食品ロス削減推進条例を制定） 

 国の推計によると、令和４年度（2022年度）の日本の食品ロス量は約472万トンで、新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受けている年度であるものの前年度に比べ51万トン（9.8％）減

少しました。 

 こうした中、道では、食品ロスの削減に向けて、平成28年（2016年）11月から「どさんこ愛

食食べきり運動」を展開し、食べ物に感謝を込めて、「おいしく残さず食べきろう」をスロー

ガンに、家庭や外食での食べ残しを減らすための啓発など食品ロスの削減に向けた取組を、企

業や団体、市町村、大学等と連携しながら進めています。また、令和２年（2020年）２月に

は、この運動の周知と事業者の取組を消費者に促すことを目的として、食品ロスの削減に取り

組む道内の飲食店や宿泊施設、食品小売店等の食品関連事業者を協力店として登録する「どさ

んこ食べきり協力店制度」を創設し、令和７年（2025年）３月末で、2,306店舗を登録しまし

た。 

また、令和３年（2021年）３月には、広く道民の方々へ理解と行動する際の指針となるよう

北海道食品ロス削減推進計画を策定しました。 

さらに、食品ロスの削減は、「食育に対する理解促進」、「温室効果ガス排出抑制に基づく

ＳＤＧｓの達成」や「我が国の食料安全保障」にもつながる重要な取組となっており、食品ロ

スの削減に向けた取組を進めるに当たっては、様々な道民等が一体となった理解と行動が重要

であることから、道議会の全会派が共同して提案した、「北海道食品ロス削減推進条例」を令

和７年（2025年）３月18日に制定しました。  

 

図表10-3-6  全国の食品ロス発生量 

 

 

 

 

資料：農林水産省、環境省 

 

図表10-3-7  北海道の食品ロス発生量 

 

 

 

 

資料：北海道農政部調べ  

 

 

 

 

 

  

 

※ 北海道の食品ロス量は、国の手法にならい、食品リサイクル法に基づく定期報告や、環境省が市区町村を対象に行っ
ている食品廃棄物等の調査結果等を基に推計。 

道内の食品製造業の食品廃棄物等発生量は、ビートパルプを主とするてん菜糖製造業の副産物が大きな割合を占めて
いることから、てん菜の生産量による影響が大きいため、てん菜糖製造業を除いた食品ロス発生量についても参考値と
して公表。
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３ 愛食運動の展開--- 243 

～ 「農」と「食」を繋ぐ多様なサポーターづくり（石狩） ～ 
 

石狩管内は、多様な農産物やそれらを使用した加工品等、魅力ある食材が多く存在

し、また、大消費地である札幌市を抱えていることから、新鮮な農産物を供給すること

が可能な地域ですが、石狩の農業についてはあまり知られていないのが実情です。 

このため、石狩振興局では、石狩地域の農産物の幅広いＰＲと魅力を発信するサポー

ターを増やす取組を行っています。 

≪農産物直売所での野菜ソムリエと連携したＰＲ≫ 

令和６年（2024年）８月31日に、地産地消や農畜産物の特徴を広く情報発信していく

ため、野菜・果物の栄養や料理方法等の専門知識をもった野菜ソムリエの団体「野菜ソ

ムリエコミュニティ札幌」と連携し、現地研修会と農産物ＰＲイベントを実施しまし

た。農産物ＰＲイベントでは、江別市の農産物直 

売所を会場とし、クイズ、試食提供、野菜ソムリ 

エ考案レシピの野菜セット販売及び店舗内での農 

産物説明を行い、野菜ソムリエが研修会で学んだ 

生産者の思いを含め、農産物を選ぶポイントや食 

べ方、保存方法等を伝え、多くの来場者に石狩 

地域の農産物をＰＲしました。 

≪食育授業を通した石狩農業の応援団づくり≫ 

石狩農産物の消費拡大や、若い世代に地産地消への理解を深めてもらうため、シェフ

や飲食店勤務を目指す「札幌ベルエポック製菓調理専門学校」の学生を対象に、生産者

との交流や農作業体験、農業協同組合の施設見学などを行う食育授業を３回開催しまし

た。授業の成果として、石狩地域の農産物を使ったオリジナルレシピを学生が開発し、

授業に協力した生産者や地域関係者を招いた試食会を実施しました。 

■食育授業等について 

実施時期 実施場所 概 要 

６月13日 札幌市内 豚肉について：座学（養豚生産者による授業など）、食肉のカット技術実習 

８月26日 石狩市内 ブロッコリーについて：収穫体験、集出荷施設見学、野菜直売所視察 

９月27日 新篠津村内 米、さつまいも等について：おむすび等調理、試食、食材講習、土地改良等学習 

２月３日 札幌市内 地域食材を使ったメニュープロデュース作品発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「野菜の日」イベントの様子

ホクレンによる豚肉カット授業 ブロッコリー収穫体験 おむすび調理 成果発表（試食会）
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４ 農業・農村への道民理解 

 

（ふれあいファームと地域が取り組む交流活動の促進） 

道では、農業・農村への理解の促進や、地域の活性化を図る取組の一環として、都市住民と

の交流活動等に意欲的な農業者を「ふれあいファーム」として登録しています。 

 ふれあいファームは、道民に気軽に農場を訪れてもらい、農業体験や農業者の方々との語ら

いを通して、日頃接する機会の少ない農業の実際の姿に触れ、農村の魅力を感じてもらう交流

の拠点としての役割を果たしています。 

令和７年（2025年）３月末で、608農場が登録され、農村と都市をつなぐ交流の場として、

田植えや収穫、乳牛の搾乳などの農作業体験のほか、バターやそば打ち等の手づくり体験、農

産物の直売など、農業者の創意と工夫をこらした様々な取組が行われています。 

 

図表10-4-1 ふれあいファームの取組内容（北海道） 

資料：北海道農政部調べ（令和７年（2025年）３月末現在） 

 注：１）農場によっては複数の取組内容を設けているところがある 

     ２）体験見学：田植え・稲刈り、ジャガイモの収穫、草取り、農業施設見学など 

     ３）手づくり：豆腐、チーズ、バター、ジャム、そば打ち、ドライフラワーなど 

     ４）味わう ：アイスクリーム、自家製ソーセージ、ファームレストランでの食事など 

     ５）動物  ：乗馬、羊毛刈り、牛の乳搾りなど 

     ６）果物収穫：りんご、さくらんぼ、ぶどう、なしなど 

     ７）遊ぶ  ：歩くスキー、かんじきツアー、フットパスなど 

     ８）直売  ：農産物、農畜産加工品（つけもの、バター、チーズなど） 

     ９）泊る  ：ファームイン、キャンプなど 
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（農業・農村に対する幅広い理解を促進） 

平成10年（1998年）に道内の農業団体や経済団体、消費者団体等により設置された「農業・

農村ふれあいネットワーク」では、道民の農業・農村に対する幅広い理解を促進するため、ラ

ジオ放送による情報発信や、小学校低学年、小学校高学年、中・高校生向けの動画を作成して

インターネットで公開するなど、様々なＰＲ活動を行っています。 

また、道では、都市と農村、道民と農業者の架け橋として、農業者の活躍を始めとする農

業・農村に関する様々な動きを伝える情報誌「confa（コンファ）」を発行しており、市町村

の施設窓口や図書館等の施設への配付や道の駅、観光案内所、北海道どさんこプラザ等へ備え

置きするとともに、道のホームページでの公開やInstagram・Facebookによる配信を通じて、

広く道民の皆様に農業・農村に関する情報を伝え、理解を深めて貰うための取組を行っていま

す。 

 

図表10-4-2 北海道農業・農村情報誌 confa（コンファ） 

 

2024秋号（2024年10月発行）VOL.63 

・［特集］農業に、就職したい 

・キラリ★農業系高校（静内農業高等学校） 

・ふれあいファームへようこそ(南幌町編) 

・コンファ農業教室(食料・農業・農村基本法の改正) 

・農家の推しメシ！（緑夢ファーム）ほか 

 
2025春号（2025年２月発行）VOL.64 

・［特集］魅せます、北海道米の底力 

・キラリ★農業系高校(倶知安農業高等学校） 

・ふれあいファームへようこそ(胆振地域編） 

・コンファ農業教室 

(第13回全国和牛能力共進会 北海道大会) 

・農家の推しメシ！（ヒンナファーム）ほか 

             
 

  

農にまつわる情報を発信中！ 

confa 公式アカウント 
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４ 農業・農村への道民理解 
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コンテストで入賞した高校生たちとの鈴木知事 

～ 北海道農業ＰＲ動画コンテストを開催 ～ 
 

道では、日本の食を支える北海道農業・農村が果たす役割や魅力について、広く国民

の理解を深めるため、令和６年度（2024年度）から「未来を担うＺ世代北海道農業発信

事業」により、農業系高校の生徒等と連携した情報発信に取り組んでおり、その一環と

して、「北海道農業ＰＲ動画コンテスト」を実施しました。 

道内の農業系高校７校から17作品の応募があり、選考会での審査を経て、最優秀賞、

優秀賞、佳作を決定し、２月25日に表彰式を開催しました。 

 

＜入賞作品＞ 

・ 最優秀賞「うまいコメはデジタルでつくる？！〜稲作と農業ＤＸの融合〜」 

岩見沢農業高等学校 農業科学科水稲班 

・ 優 秀 賞「北海道農業の紹介」 岩見沢農業高等学校 食品科学科 

・ 佳  作「北海道農業の魅力」 静内農業高等学校 しずのうく 

・ 佳   作「育てるから届けるまで」 壮瞥高等学校 壮瞥高校執行部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募のあった作品は、道のデジタルサイネージのほか、道公式ＹｏｕＴｕｂｅチャン

ネルにおいて発信しています。 

（ＵＲＬ：https://youtu.be/ksLwHsPBDKQ?si=m5xHtzZYMdM0nC0z） 

コンテストで入賞した高校生たちと鈴木知事 
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 ～ 2024 語り部交流会in北海道の開催 ～ 

令和６年（2024年）10月に帯広畜産大学において「2024 語り部交流会 in 北海道」

（北海道、全国農村振興技術連盟北海道地方連盟協議会、帯広畜産大学共催）を開催し

ました。 

 語り部交流会は元ＮＨＫキャスターであり、現在“語り部・かたりすと”として活動さ

れている平野啓子氏の指導・協力の下、地域で農業や農村等の振興に活躍されている方々

の参加による、開催地における農村の歴史や農業振興の取組などを紹介するイベントで

す。 

 今回は、十勝の農地開拓や営農に取り組ん

だ先人たちの入植当時に経験した苦労をはじ

め、戦後から進めてきた農業農村整備が、現

在では農業産出額が3,000億円を超える十勝農

業において重要な役割を果たしてきたことを

伝え、農業農村整備に対する多くの方の理解

と共感を深めてもらうことを目的に開催しま

した。 

 交流会では、帯広市川西農業協同組合代表理事組合長の有塚利宣氏による基調講演が行

われ、「開拓黎明期から繋ぐ十勝の挑戦」と題して、開拓黎明期の過酷な生活から現在ま

での十勝農業の歴史のほか、最近の取組として宇宙食やスマート農業についての説明が行

われました。また、平野氏から、「『語り』を通して知る十勝開拓史」と題した“語り”が

披露され、十勝開拓の祖である晩成社の依田勉三の話を中心とした開拓当時の入植者の苦

労をはじめ、豆の国十勝や製糖産業の誕生、酪農の発展、戦後と現在の十勝における農業

農村整備などの語りを通じて、今日の十勝農業に至るまでの歴史が紹介されました。 

その後、語りフォーラムとして、有塚氏を始め、芽室町手島町長、帯広畜産大学長澤

学長、帯広百年記念館大和田学芸員、農林水産省農村振興局青山次長が登壇し、平野氏

の進行で、十勝の開拓精神や畑地かんがいの取組などについて意見が交わされました。 

今回の「語り部交流会」には、地域の住民や高校生、大学生等の約400名が参加し、十

勝の開拓史の『語り』や有識者らの意見に熱心に耳を傾け、大盛況のうちに幕を閉じま

した。 

※長年にわたり十勝農業を牽引し、今日の発展に大きな功績を残されました有塚氏は、令和７年

（2025年）１月18日に享年93歳で御逝去されました。これまでの御活躍に感謝するとともに御

冥福をお祈り申し上げます。 

平野啓子氏語りの様子 

246 ---第 10 章 活力ある農村と道民理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コンテストで入賞した高校生たちとの鈴木知事 

～ 北海道農業ＰＲ動画コンテストを開催 ～ 
 

道では、日本の食を支える北海道農業・農村が果たす役割や魅力について、広く国民

の理解を深めるため、令和６年度（2024年度）から「未来を担うＺ世代北海道農業発信

事業」により、農業系高校の生徒等と連携した情報発信に取り組んでおり、その一環と

して、「北海道農業ＰＲ動画コンテスト」を実施しました。 

道内の農業系高校７校から17作品の応募があり、選考会での審査を経て、最優秀賞、

優秀賞、佳作を決定し、２月25日に表彰式を開催しました。 

 

＜入賞作品＞ 

・ 最優秀賞「うまいコメはデジタルでつくる？！〜稲作と農業ＤＸの融合〜」 

岩見沢農業高等学校 農業科学科水稲班 

・ 優 秀 賞「北海道農業の紹介」 岩見沢農業高等学校 食品科学科 

・ 佳  作「北海道農業の魅力」 静内農業高等学校 しずのうく 

・ 佳   作「育てるから届けるまで」 壮瞥高等学校 壮瞥高校執行部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募のあった作品は、道のデジタルサイネージのほか、道公式ＹｏｕＴｕｂｅチャン

ネルにおいて発信しています。 

（ＵＲＬ：https://youtu.be/ksLwHsPBDKQ?si=m5xHtzZYMdM0nC0z） 

コンテストで入賞した高校生たちと鈴木知事 
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